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★町の人口★人口10 ,208 (+11）男4,825（一6）女5, 383 (+ 17）世帯合計3,395(-25) 62年3月末日現在）内は前月との比較です 

5 月iiぎ日ッy20旧 

【春の交通安全運動】 

ぐズ】言，脅そIこ痴』や冬春織じ雄なPた4 月18日 （土）上野小学校 

、」1の運動場で田知警察署交通課指導係の婦警さごんにより 

”浸猫姿、教堂躯が開かれましt ~～編鞭鷲w 

4 月9日に新しく小学校の仲間に加わった1年生も 

まじえて全校生徒が、横断歩道での渡り方、いろいろ 

な交通標識の説明などを熱心に聞いていました。 

'‘毎年増え続ける交通事故Zノ” 子供たちも勿論ですが 

それ以上に大人のドライバー1 人ひとりが交通ルール 

を守ることが必要です。 



、 v ノ 、乙J 

vーー良くなかった 

（来年はくるかこないかわからない） 

【陶器まつりに来てどのように感じましたか】 

赤池町議会議員決まる 
4 月21日（火）に告示された赤池町議会議員一般選挙は、同日午前 

8時30分から受付けが始まり、午後5時までに18人が届出を終了 

しました。 赤池町の議会議員の定数は18議席、このため選挙なし 

の無投票により届出た18人（表）が当選となりました。 

なお順位は届出の順です。 

届出順位 氏 名 住 所 

1 安永 栄一 赤池町大字上野574番地の2 

2 木月 睦夫 1, 大字赤池1106番地 

3 日高 進 大字市場130り番地 

4 香月 雅之 ,, 大字上野2500番地 

5 木月 繁美 ク 大字赤池432番地 

6 水永 康雄 ,, 大字市場882番地の1 

7 小松 春義 ク 大字上野3854番地 

8 竹沢 和雄 ク 大字赤池64番地の1 

9 小松 篤生 I, 大字上野3829番地の1 

10 辰己 昇 1, 大字赤池905番地 

11 高林 篤 ク 大字市場639番地 

12 早麻 豊 ,, 大字赤池248番地の3 

13 小松 保 大字上野3617番地の10 

14 平元 光年 ク 大字上野3617番地の6 

15 山下 次男 ,, 大字赤池389番地 

16 大島 勇夫 I, 大字赤池353番地 

17 小松 利道 I, 大字赤池399番地の105 

18 池田 兼善 ,, 大字赤池618番地の9 

今
、
上
野
焼
を
外
か
ら
見
る
 

飯塚市近辺 

20 人 

行橋市近辺 

20 人 

四
月
十
七
日
、
十
八
日
、
十
 

九
日
と
三
日
間
に
わ
た
り
『
上
 

野
焼
陶
器
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
今
年
は
三
日
間
と
も
 

春
め
い
た
絶
好
の
行
楽
日
和
り
 

に
恵
ま
れ
、
客
足
が
期
待
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
結
果
は
昨
年
よ
り
 

約
千
四
百
人
程
少
な
い
九
千
七
 

百
四
十
人
。
 

今
『
上
野
焼
』
に
求
め
ら
れ
 

て
い
る
も
の
は
何
か
？
・
ア
ン
ケ
 

ー
ト
の
結
果
に
よ
り
考
え
て
い
 

き
ま
す
。
 

'，' 

・：' 

J , 
・：・ 

：・： 

J , 
.% 

.% 

.% 

.% 

,% 

・：・ 

：・： 

.% 

.% 

.% 

.% 

.% 

.% 

・：・ 

：・： 

，、 

・：・ 

． ‘ 

：・： 

・：・ 

， ‘ 

．、 

・：' 

, 

,% 

.% 

.% 

,% 

・：・ 

【どこから来ましたか】 

(515人に聞きました） 

) 
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も
つ
と
身
近
で
、
安
い
も
の
を
 

上
野
焼
は
本
当
に
『
高
い
』
か
 

来
て
良
か
っ
た
と
い
う
人
が
全
体
の
 

九
割
強
。
こ
の
結
果
が
毎
年
続
い
て
い
 

け
ば
、
客
足
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
間
 

違
い
な
い
の
で
す
が
、
良
く
な
か
っ
た
 

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
少
数
意
見
の
中
の
多
 

く
は
「
高
い
」
で
し
た
。
そ
れ
も
 
「ま 

つ
り
」
だ
か
ら
二
割
引
な
ん
て
ケ
チ
な
 

事
を
言
わ
ず
四
割
引
く
ら
い
に
し
ろ
と
 

か
他
の
陶
器
市
と
の
比
較
を
し
 
「
品
物
 

は
良
い
と
思
う
が
、
こ
の
値
段
で
は
手
 

も
足
も
出
な
い
」
又
、
「
駐
車
場
が
せ
ま
 

い
」
「
ま
つ
り
な
の
だ
か
ら
窯
元
を
何
力
 

所
か
に
集
め
て
み
た
ら
ど
う
か
」
「
も
う
 

少
し
身
近
な
生
活
用
品
で
、
手
頃
な
値
 

段
で
買
え
る
も
の
を
」
「
交
通
の
便
が
悪
 

い
」
「
道
幅
が
せ
ま
い
」
な
ど
ノ
I
、
こ
の
 

少
数
意
見
の
中
に
、
陶
器
ま
つ
り
を
考
 

え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
 

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
大
多
数
の
 

人
が
 
「
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
」
「
店
の
人
が
 

親
切
」
「
こ
の
住
み
良
い
環
境
の
中
で
毎
 

年
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
「
本
当
に
楽
し
か
 

っ
た
、
来
年
ま
た
来
ま
す
」
 
と
い
う
激
 

励
の
言
葉
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
欲
し
 

い
も
の
は
い
っ
ぱ
い
、
で
も
お
金
の
事
 

を
考
え
る
と
や
っ
ぱ
り
手
が
出
な
い
。
 

こ
れ
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
 

宣伝は行き届いているか？ 

北九州市、福岡市両市近辺を合わせると全 

体の60'fーセント近くなり、それに田川市郡 

直方市近辺をプラスすると、福岡県内から約 

85'fーセントの人たちが『陶器まつり』に来 

ていることになります。この結果、PRは、あ 

る程度いき届いていると考えるのは早計でし 

ょうか？ 
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、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
 

ノ
 

（
濠
人
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
、
 

】 【買った金額は 

買
っ
た
物
は
 

「
安
く
て
良
い
も
の
」
 

買
っ
た
金
額
の
内
分
け
を
見
る
と
、
 

一
万
円
以
下
と
い
う
の
が
全
体
の
六
十
 

ー
パ
ー
セ
ン
ト
、
又
、
五
万
円
以
下
と
 

な
る
と
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。
 

五
万
円
以
上
と
な
る
と
全
体
の
約
一
 

割
『
安
く
て
良
い
も
の
』
こ
れ
が
求
め
 

ら
れ
る
上
野
焼
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
上
 

野
焼
だ
け
に
限
ら
な
い
の
で
す
が
…
。
 

、
 

【赤池町に住んでみたいと息いますか】 

正
直
言
っ
て
こ
の
結
果
に
は
ガ
ッ
ク
 

リ
と
き
ま
し
た
。
で
も
赤
池
町
を
知
ら
 

な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
す
か
ら
過
半
数
 

を
越
え
た
こ
と
だ
け
で
良
か
っ
た
と
言
 

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

書
き
た
く
は
な
い
で
す
け
ど
「
い
い
 

え
」
と
書
い
た
人
の
意
見
は
、
「
良
い
所
 

と
は
思
う
が
交
通
の
便
が
悪
い
」
が
ト
 

ッ
プ
、
順
に
 
「
自
分
が
今
住
ん
で
い
る
 

所
と
同
じ
環
境
だ
か
ら
、
わ
が
町
が
一
 

番
」
「
住
み
た
い
と
は
思
わ
な
い
」
 
と
ハ
 

ッ
キ
リ
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
赤
池
町
が
、
他
の
市
町
村
の
 

人
か
ら
、
住
ん
で
み
た
い
な
あ
と
思
わ
 

せ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
進
 

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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春の行政相談週間一10日～16日（総務庁） 憲法週間 1日～7日（法務省、最高裁判所） 
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▲違法駐車車両に取り付ける 

ステッ力ー 

第I 期 基本計画 
・J 

基本方針 

◆計画期間ノS 61年度～S65年度 

0 テーマノ「出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人口フレーム／10,200人 

讐
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

駐車違反には 

厳しい措置が 

とられますグ 

ー〇ごみの自家処理、再利用法について 

の知識の普及をはかる。 

〇可燃性ごみの週2回収集、ステーシ 

ョン方式についての検討をすすめ、 

収集体制の充実、効率化をはかる。 

ー〇不燃性ごみの埋立地の検討を進める。 

( 1 ）ごみ処理 
I 

主役はわ1ン 
~ 住民の理解と協力をもとに、ごみの 

再利用及び減量対策をすすめるととも 

に、ごみの収集体制の充実をはかり、 

清潔で快適な生活環境を確保する。 

や 

-3 ．環境衛生 ~ 

人口増および生活様式の変化等にょL 

’り、増大し多様化するごみの処理につ~ 

いては収集体制の充実、処理施設の整i 

備拡充をはかる。また、住民に対し自1 

家処理、再利用についての意識の普及l 

に努めいごみの増大の抑制をはかる。 l 

し尿処理については、収集体制の効I 

率化、適正化を促進し、自家処理世帯‘一ー 

に対しては適正な管理の指導を行う。 

1-0下田川処理場の改築を促進する。 

~0し尿の収集運搬業務の見直しを行い 
L 収集運搬作業の効率化をすすめる。 

(2 ）し尿処理 

コミゴニティプラント、簡易浄化槽 

による完全処理を推進するとともに、 

収集処理についても施設および収集運 

搬体制の充実をはかる。 
ー0老朽化した町営住宅の改築、建替お 

よび新規住宅の供給を無理なく計画 

的に進めるため、公営住宅活用計画 

の策定を行う。 

0 県、県住宅供給公社に対し賃貸住宅、 

  分譲住宅の建設促進を要望する。 

〇民間による住宅建設に対しては、良 

一好な開発を行うよう指導する。 

住民の生活様式の変化、高齢化社会 

の進展に応じた居住環境、居住水準の 

向上を進める。特に既存の公営住宅の 

活用をはかる。 

ー〇彦山川、福智川、ため池の清掃活動 

を充実するとともに、これらの土手、 

護岸に花を植える運動を推進する。 

〇保存樹、保存林の設定を進める。 

〇福智山、鷹取山、上野峡は単に町民 

のみではなく、その他の多くの人々 

の憩い、レクリエーションの場とし 

て、多数の人々が訪れる場となって 

  おり、特にこれらの自然環境の保全 

に努める。 

0緑のネットワーク計画に基づき、道 

路、公園、学校等の公共施設の緑化 

ーを推進する。 

4 ．住 宅 

すべての住民が安心して快適に文化 

的生活が送れるよう居住水準および居 

住環境の向上に努める。 

このため、県、県住宅供給公社およ 

び民間資本による住宅の建設を促進す 

るが、産業、自然環境との調和および 

まとまりのある市街地の形成をはかる 

ため、適地への誘導を行う。 

また、町営住宅についても建設を促 

進するが、特に、老朽住宅の建替およ 

び改築を重点とし、計画的に整備を進 

める。 
~ 

本町の良好で豊かな自然環境は住民 

にとってかけがえのない財産であると 

の認識のもとに、その保全と創造をは 

かる。 

-5 ．自然環境 

本町の良好で豊かな自然環境は、住 

民の心にうるおいとやすらぎを与える 

とともにふるさとの象徴となるかけがl 

えのない財産である。このことを充分 i 

に認識し、この恵まれた自然環境を失丁ー 

うことのないよう住宅、産業の開発に 

際しては留意するとともに、河川、池 

沼の美化、緑化事業等を積極的に推進 

し、水と緑の保全に努める。 

ー0自然環境の保全に留意し、人と自然 

の豊かなふれあいの場となる（仮称） 

上野峡自然公園の整備を促進する。 

〇赤池駅前公園を本町の玄関ロとして 

  ふさわしく機能的で魅力ある公園ノ＼ 

の改善を進める。 

〇上野、市場地区において、地区の個 

性を生かし魅力ある児童遊園の設置 

ーを推進する。 

公園緑地は住民の憩いの場、ふれあ 

いの場として欠かすことのできないも 

のであることから、適正配置に配慮し 

積極的に拡大をはかる。 

6 ．公園緑地 

公園緑地は住民の憩いの場、ふれあ 

いの場であるとともに、災害時の避難 

地、緩衝地として重要な役割を果すも 

のである。従って、適正な配置を考慮 

し積極的に拡大をはかっていくものと 

する。特に、不足している児童のため 

の公園および恵まれた自然環境を活用 

する公園の整備を推進する。 

) 

増
え
る
自
動
車
台
数
と
運
転
免
許
人
ロ
 

こ
の
数
と
同
じ
よ
う
に
、
交
通
事
故
は
こ
こ
数
年
 

増
加
し
、
交
通
事
故
死
者
も
五
年
連
続
し
て
九
千
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
o

こ
の
よ
う
な
交
通
事
 

故
の
原
因
の
ー
つ
と
し
て
、
交
通
の
流
れ
を
妨
げ
る
違
法
駐
車
が
あ
り
ま
す
o

ま
た
、
現
在
の
交
 

通
違
反
等
に
対
す
る
罰
金
や
反
則
金
の
額
は
、
最
近
の
物
価
水
準
な
ど
に
比
べ
著
し
く
低
い
た
め
 

違
反
行
為
を
防
止
す
る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
o
 

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
な
交
通
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
昨
年
、
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
 

正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
o
 

一 
駐
車
違
反
ス
テ
ッ
カ
ー
を
 

1

勝
手
に
は
が
す
と
 

一 

処
罰
さ
れ
ま
す
 

駐
車
違
反
を
し
て
は
ら
れ
た
ス
テ
ッ
 

カ
ー
を
勝
手
に
破
っ
た
り
、
取
り
除
く
 

と
処
罰
（
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
 

科
料
）
さ
れ
ま
す
。
 

駐
車
違
反
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら
れ
 

た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
車
を
移
動
し
 

最
寄
り
の
警
察
官
に
申
し
出
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
そ
の
 

際
警
察
官
が
は
が
し
ま
す
。
 」

一 

違
法
駐
車
車
両
の
レ
ッ
 

2

カ
ー
移
動
が
活
発
に
行
 

」 

わ
れ
ま
す
 

交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を
生
じ
 

さ
せ
る
違
法
駐
車
車
両
は
、
速
や
か
に
 

移
動
さ
れ
ま
す
。
移
動
に
つ
い
て
は
、
 

公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
公
益
法
人
が
 

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

一

 

シ

罰
金
・
反
則
金
が
引
き
 

〉
、
上
げ
ら
れ
ま
す
 

罰
金
が
二
倍
、
反
則
金
は
約
一
・
五
 

倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
駐
停
 

車
違
反
に
対
す
る
反
則
金
に
つ
い
て
は
 

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

一 

交
通
反
則
通
告
制
度
 

4
 （
青
切
符
）
の
適
用
範
囲
 

が
拡
大
さ
れ
ま
す
 

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交
通
違
 

反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽
い
も
の
（
反
 

則
行
為
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
 
一
定
期
 

間
内
に
郵
便
局
や
銀
行
に
定
額
の
反
則
 

金
を
納
め
れ
ば
、
裁
判
所
の
審
判
を
受
 

け
な
い
で
事
件
が
処
理
さ
れ
る
も
の
で
 

す。 

反 則 金 
（普通自動 
車の場合） 

違反 

点数 

駐停車違反 
（駐停車禁 
止場所等） 

12,叩0円 2 点 

駐停車違反 
（駐車禁止 
場所等） 

10,叩0円 1 点 

今
回
の
法
律
改
正
で
、
過
去
一
年
以
 

内
に
反
則
行
為
を
し
て
免
許
停
止
処
分
 

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
特
定
の
 

反
則
行
為
の
場
合
は
、
交
通
反
則
通
告
 

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三
〇
キ
 

ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
つ
い
て
も
 

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

一 

行
政
処
分
の
基
礎
点
数
 

5

（
違
反
点
数
）
の
一
部
が
 

一 

変
わ
り
ま
す
 

駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
 

の
違
反
点
数
が
二
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
す
。
ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三
 

〇
キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
点
数
が
 

三
点
に
な
り
ま
す
。
 

イ × 

光化学スモッグの原因 

ミ車の排気ガスミ 

車から出る排気ガスー 

わたしたちにどのような影 

響を与えているのでしょう 

か。よく知られているもの 

に光化学オキシダント（光 

化学スモッグ）があります。 

これは、車の排気ガスな 

どに含まれる炭化水素と窒 

素酸化物が紫外線を受けて 

光化学反応を起こし、オゾ 
チ 

ンなどの光化学オキシダン 

トが発生するものです。そ 

して、その濃度が高くなる 

日には、目がチカチカした 

りノドが痛くなるなどの被 

害が報告されています。 

× ノ 

一j 

議会だより 
昭
和
六
十
二
年
第
四
回
四
月
臨
時
町
 

議
会
が
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

議
案
は
二
件
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

⑥
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
こ
れ
 

を
報
告
し
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。
主
 

な
内
容
と
し
て
は
、
国
鉄
の
民
営
化
に
 

と
も
な
う
固
定
資
産
税
、
特
別
土
地
保
 

有
税
の
経
過
借
置
。
又
新
築
住
宅
の
固
 

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
（
床
面
積
臨
市
 

‘
期
2
m

）
な
ど
で
す
。
 

＠
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

※4月号からのつづきです 

昭
和
六
十
二
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
赤
池
総
合
団
地
整
備
工
事
」
 

（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
予
 

定
）
「
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
内
道
路
新
設
工
 

事
及
び
中
尾
ー
小
藤
線
道
路
改
良
舗
装
 

工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
 

成
予
定
）
「
入
来
ー
高
鶴
線
道
路
改
良
舗
 

装
工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
 

完
成
予
定
）
、
昭
和
六
十
二
年
度
特
定
地
 

域
開
発
就
労
事
業
「
徳
市
ー
皿
山
線
道
 

路
舗
装
工
事
一
工
区
」
（
十
月
二
十
日
完
 

成
予
定
）
「
徳
市
ー
皿
山
線
外
一
線
（
原
 

田
ー
松
山
口
線
）
道
路
舗
装
工
事
二
工
 

区
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
 

予
定
）
「
先
達
免
ー
貴
船
迫
線
外
三
線
（
 

先
達
免
ー
高
尾
線
中
尾
一
号
線
）
道
路
 

舗
装
工
事
」
（
十
月
二
十
日
完
成
予
定
）
 

「
小
藤
ー
伏
原
線
外
二
線
（
貴
船
迫
ー
 

高
尾
二
号
線
）
道
路
舗
装
工
事
」
（
昭
和
 

六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
予
定
）
の
 

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
予
定
価
格
の
金
額
が
 

い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
 

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

沖縄復帰15周年一15日（沖縄開発庁） 春の全国交通安全運動一n日～20日（警察庁、総務庁） 


